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利用・用途・応用分野

燃料電池の他、水電解、ハロゲン化水素酸電解、食塩電解、酸素濃縮器、湿度セ
ンサー、ガスセンサ

目的・課題 解決ポイント

Ｎａｆｉｏｎ（デュポン社の登録商標）等と
親水性セグメントを有するポリビニル
アルコール等の混合物からなる高分
子電解質膜が提案されているが、
得られた高分子電解質膜がマクロに
不均一であるためか、プロトン伝導性
が十分ではないという問題があった。
プロトン伝導性に優れ、水素透過度や
メタノール透過度等を抑制するととも
に、水分バランスの制御が容易で、
高効率の燃料電池作動が可能な
高分子電解質膜の原料となる、新規
なグラフトポリマーを提供することであ
る。同時に該グラフトポリマーからなる
高分子電解質膜の提供を課題とする。

特定の主鎖と側鎖の組合せのグラフ
トポリマーにより、課題が解決される
ことを見出した。また、該グラフトポリ
マーからなる高分子電解質膜は、プ
ロトン伝導性に優れ、水素透過度や
メタノール透過度等を抑制するととも
に、マクロに実質的に均一であり、該
膜内部において水が隅々まで自動
的に循環し得、特に高温、低加湿下
においても優れたプロトン伝導性を
示すことを見出した。本発明は新規
構造を有するグラフトポリマーの発
明であり、水酸基を含有するポリ
マーを主鎖とし、スルホン酸基を有
するモノマーを含有するポリマーをグ
ラフト鎖とするグラフトポリマーである。
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水酸基を含有するポリマーを主鎖とし、スルホン酸基を有するモノマーを含有する
ポリマーをグラフト鎖とするグラフトポリマーは、プロトン伝導性に優れ、水素透過
度やメタノール透過度等を抑制するとともに、水分バランスの制御が容易で、
高効率の燃料電池作動が可能な高分子電解質膜の原料となり、燃料電池の普及
に貢献する。
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